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【概 要】

脳の神経細胞は投射ニューロンと局所回路ニューロンによって構成されている。前者

の多くは興奮性ニューロン、後者の多くは抑制性ニューロンであり、脳の機能はこの両

者のバランスによって実現されている。近年の研究により大脳皮質では興奮性ニューロ

ンは皮質原基の脳室層で産生されるが、GABA 作動性の抑制性ニューロンは前脳腹側に

形成される基底核原基で産生された後、接線方向に移動して大脳皮質に到達することが

明らかにされてきた。我々は最近グルタミン酸脱炭酸酵素 67(GAD67)遺伝子座に緑色蛍

光蛋白質（GFP）をノックインしたマウスを用いて大脳皮質に到達した GABA 作動性ニュ

ーロンの移動様式の一部を明らかにした。それによると皮質内でのこれらのニューロン

の動きはそれまでに考えられていたよりも遙かに複雑であり、辺縁層においても多様な

方向性をもった移動することを発見した。そこで問題となるのは皮質に移動していった

GABA 作動性ニューロンがどのようにして皮質内に配置、分配されるのかである。大脳

皮質には領野特異性があることを考えると GABA 作動性ニューロンは１）移動開始以前

、 、 ）からその運命が定まっており それにしたがって異なる皮質の部位に移動して行く ２

一様な性質を有しており、ランダムに皮質に拡がった後にそれぞれの領野に応じた性質

を獲得するという仮説がたてられる。本研究では二つの仮説を検証するとともに、皮質

の領野特異性の獲得における抑制性ニューロンの関与について明らかにする。

【期待される成果】

脳の成り立ちに関する基本的機構の理解の飛躍的進歩をもたらすと共に、神経細胞移

動の障害に起因する様々な発達障害の原因究明に寄与するものと思われる。
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